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GCPW給電非対称広帯域アンテナの構造パラメータ検討
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1 まえがき
近年, スマートフォンなどのモバイル端末の普及に伴
い, ウェアラブルデバイスへの需要が高まっている. 一
方, 全面タッチパネル式マルチメディア総合無線端末へ
の搭載を想定した UWB アンテナが提案されている [1]

この種の基板上に形成されたアンテナを衣類等に埋設し
テキスタイル化するためには, 基板をフェルト等の低誘
電率素材に設計変更する必要がある.

　本報告ではそのための基礎検討として,基板材質を変更
した際の放射素子寸法やショートピン等の構造パラメー
タの変化に伴う VSWR の特性変化を FDTD 法を用い
た電磁界解析により評価した.

2 アンテナ構造
R-4726 基板 (ϵr = 3.4, tanδ = 0.003) で構成された

2 素子アンテナモデル (Model A) [1]を基準モデルとし,

Model A の基板をフェルト (ϵr = 1.28, tanδ = 0.0045)

に変更したアンテナモデルを Model B とする. また,

Model B の放射素子寸法を変更したモデルを Model C

とし,このアンテナ構造を図 1に示す. 全てのアンテナモ
デルにおいて基板厚は 1.0 mm であり, 50 Ω のGCPW

線路により給電される.

3 解析結果
放射素子寸法, ショートピンの位置を変更した場合の

VSWR 計算結果をそれぞれ図 2, 図 3に示す. また, 基
板端からピンまでの距離を d とする. (図 1参照)

　図 2より, 放射素子寸法の変更で 3-7 GHz において
VSWR が改善されることが確認できるが, 9 GHz 付近
において VSWR > 2 となるため, Model C のショート
ピンの位置について検討した.

　図 3 より, d = 12.25 mm において, VSWR は改善
されるが, 動作周波数帯域が 3.4-11 GHz となった. 一
方, d = 9.5 mm に変更することによって 2.7-11 GHz で
VSWR ≤ 2 を満足する計算結果が得られた.

4 まとめ
本報告では広帯域アンテナのテキスタイル化に向けた
基板材質の変更のために,放射素子寸法及びショートピン
位置を変化させ VSWR 特性を指標とする構造パラメー
タの検討を行った.

図 1 Model C 構造

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

Frequency [GHz]

1

2

3

4

5

V
S
W
R

Model A

Model B

Model C

図 2 放射素子寸法変更における VSWR
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図 3 ショートピン位置変更における VSWR
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